
 
こんにちは。いつもあり

がとうございます。きし

ゅう会計の名倉です。 
気がつけば師走。マラソ

ンではなく、仕事で走り

回る時期に突入。というか、要領が悪い名倉

は年中走り回っていますが、(^_^.) 
皆様はどうお過ごしでしょうか？ 
 先月の１２日に今シー

ズンの開幕戦として佐田

岬ハーフマラソン（愛媛

県）に参加してきました。 
 最近練習サボってた

ので、身体はもうただの

人、２時間切れないか

も、、、と弱気の参戦でしたが、結果は１時間５

５分。去年より３分ほど遅いですが、まあまだ

走れるんだ！と自信をつけました。（ただ、

これくらいで満足してると若いラン友に叱ら

れてしまうのですが、、、笑）。日本で一番長

い半島で上りと下りだらけの厳しいコース。

でも眺めは最高、綺麗な瀬戸内海、綺麗な

山、地元のおばあちゃん達の暖かい応援、 
また来年も来たいと思ってしまう大会です。 
 さて、今回愛媛まで行ったのはこのマラソ

ンがメインではなく、 
８０歳を超えてまだ現

役で小さな居酒屋を

営んでいる両親が、

「死ぬまでに一度故郷

に墓参りに行きたい」

と言い出したので、「親孝行いつやるの？」

「今、でしょ！」って感じで同行することにな

ったのです。うちの兄も一緒４人の帰郷です。 

また、マラソンの前日の土曜日には故郷の従

兄弟とうちの兄との３人でゴルフ。 
場所は大洲ゴルフ倶楽

部。四国のゴルフ場は僕

は初めて。１２０前後たた

く僕がカートのリモコン

を持つことを余儀なく

されるといった状況だっ

たので、スコアの方は割愛させて頂きます

（笑）でも、「また来年もやろうね」と楽しい

ゴルフでした。さて、今回の帰省ですが、もう

ひとつ初めての経験がありました。これは知

って得する情報なので、ここからはしっかり

読んでください（笑） 
 それは「お得なＥＴＣ割引プラン」で、事前

にネットで予約すると、

高速道路の料金が大き

く割引かれるといった

ものです。ご存知です

か？僕も今年の夏に初

めて知った情報で、 
まだまだ知られていないようです。 
地域ごとに色々プランがあるようですが、

今回利用したのは当然四国バージョン！ 

定額で四国の高速道路乗り放題。８８箇所め

ぐりを車で考えてられる方にとってはとても

魅力的なプランです。も

ちろん四国だけではな

く他のプランもありま

す。車で長距離の移動が

ある場合、事前に「お得

なＥＴＣ割引プラン」で検

索してみてくださいね。 
さて、今回のよもやまでは、このＥＴＣ割引

の様に知って得する情報をまとめてみたい

と思います。先々週のがっちりマンデーやっ

ていた内容からに

なりますが、 
まずは「出前館」。 
ここのホームペ

ージで郵便番号を入れて検索すると、出前

をしてくれる飲食店が列

挙されて、配達に掛かる

時間まで表示されます。

加盟店は日本全国で１万

５０００店舗。日本最大級

の宅配ポータルサイトで

す。ここのサービスは供

給するお店にも使い勝手がよくて、ネットか

ら注文が入ると、お店にはＦＡＸでオーダー

が届くシステムなんです。パソコンに詳しい

人がいなくても、ＦＡＸと電話で対応できる

ことも大きく普及している要因なのでしょう。

お店はこの出前館に注文金額の５％を支払

うルールのようです。自前でホームページ

を出して、運用するよりもよっぽど安上がり

だし、お店によって出前売上が５割もアップ

したところもあるらしいです。また、新しいサ

ービスとして、自前で配達要員を持たないお

店には、新聞配達所等と提携して、その手配

をしてくれるようになってくるようです。購

読者は減少傾向にある新聞配達所にとって

もありがたい話ですね。 
つぎは「トラボックス」 

簡単に説明すると、荷主と

運送会社の出会い系サイ

ト。救荷救車サービス。 
トラックで荷物を運ぶ場合、目的地まで行き

荷物を降ろしての帰り、空で走らなければな

らないこともあり、これではとても非効率。

そこで、帰りに受けれる荷物がないかと、荷

物を運んで欲しい依頼者をネットで探せる仕

組みになっているので

す。また荷物を運んで欲

しい依頼者はここに提

示することで、何社も見

積もりを取れることにな

るので、安価で運んでく

れる運送業者を見つけることができるとい

ったＷｉｎＷｉｎの仕組みです。

またこのサービスは「１回い

くら」といった従量制の料

金システムではなく、毎月

６，４８０円の定額制。ひと月

に一度受注すれば元が取

れるくらいの低価格といえるのではないで

しょうか？「そんな定額性で儲かるの？」と

思われるかも知れませんが、会員会社数は 
現在４５，４００社。１ヵ月６４８０円なので 
１ヵ月６４８０×４５，４００＝約２９４百万円 
２９４百万円×１２＝年間約３５億円の売上。 
なかなかいいビジネスのようですね。 
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Facebook で見つけた伝えたい話 １６ 
 
「日本理化学工業」は、５０年ほど前から障

害者の雇用を行っています。はじまりは、近

くの養護学校の先生の訪問でした。「私は養

護学校の教諭をやっている者です。今度卒

業予定の子どもを、あ

なたの会社で採用し

ていただけないでしょ

うか。」障害をもつ二

人の少女を、採用して

ほしいとの依頼でした。

社長は悩みに悩みました。その子たちを雇う

のであれば、一生幸せにしてあげないとい

けない。しかし果たしてできるかどうか・・・。 
「お気持ちはわかりますが、うちでは無理で

す。申し訳ございませんが・・・」 
しかしその先生はあき

らめず、またやって来

ます。また断ります。ま

たやって来ます。それ

でも断ります。「就職

が無理なら、せめてあ

の子たちに働く体験だけでもさせてくれま

せんか？そうでないとこの子たちは、働く

喜び、働く幸せを知らないまま施設で死ぬ

まで暮らすことになります。」頭を地面にこ

すりつけるようにお願いしている先生の姿

に、大山さんは心を打たれました。「一週間

だけ」この二人の少女に就業体験をさせて

あげることにしました。

就業体験の話が決ま

ると、喜んだのは子ど

もたちだけではありま

せん。先生方はもちろ

ん、ご父兄たちまでた

いそう喜んだそうです。会社は午前８時から。

しかし、その子たちは

雨の降る日も風の強

い日も、毎日朝の７時

に玄関に来ていたそ

うです。お父さん、お

母さん、さらには心配

して先生までいっしょ

に送ってきたといいます。親御さんたちは夕

方の３時くらいになると「倒れていないか」

「何か迷惑をかけていないか」と、遠くから

見守っていたそうです。そうして一週間が過

ぎ、就業体験が終わろうとしている前日の

ことです。「お話があり

ます」と、十数人の社員

全員が社長を取り囲み

ました。「社長、あの子

たちを正規の社員とし

て採用してあげてくだ

さい。もし、あの子たち

にできないことがあるなら、私たちがみん

なでカバーします。」社員みんなの心を動か

すほど、その子たちは朝から終業時間まで、

何しろ一生懸命働いていたのです。仕事は

簡単なラベル貼りでしたが、１０時の休み時

間、お昼休み、３時の休

み時間にも、仕事に没

頭して、手を休めよう

としません。毎日背中

を叩いて、「もう、お昼

休みだよ」「もう今日

は終わりだよ」と言わ

れるまで一心不乱だったそうです。ほんとう

に幸せそうな顔をして、一生懸命仕事をして

いたそうです。社員みんなの心に応えて、社

長は採用することにしました。一人だけ採用

というのはかわいそうだし、何よりも職場で

一人ぼっちになってしまうのではないか、二

人ならお互い助け合えるだろうと、二人に働

いてもらうことになりました。それ以来、障

害者を少しずつ採用す

るようになっていきまし

たが、社長には、一つだ

けわからないことがあ

りました。毎日働くより

も施設でゆっくりのん

びり暮らしたほうが幸

せなのではないかと思えたのです。なかな

か言うことを聞いてくれず、ミスをしたとき

などに「施設に帰すよ」と言うと、泣きなが

らいやがる障害者の気持ちが、初めは分か

らなかったのです。そんなとき、あるお坊さ

んにその疑問を尋ねてみたそうです。 
すると「そんなことは

当たり前でしょう、幸福

とは、①人に愛される

こと、②人にほめられ

ること、③人の役に立

つこと、④人に必要と

されることです。そのうちの②人にほめられ

ること、③人の役に立つこと、そして④人に

必要とされることは、施設では得られない

でしょう。この三つの幸福は、働くことによっ

て得られるのです」と教えてくれたそうです。

「その４つの幸せのなかの３つは、働くこと

を通じて実現できる幸

せなんです。だから、ど

んな障害者の方でも、

働きたいという気持ち

があるんですよ。施設

のなかでのんびり楽し

く、自宅でのんびり楽しく、テレビだけ見るの

が幸せではないんです。真の幸せは働くこ

となんです」この言葉で社長は「人間にとっ

て“生きる”とは、必要とされて働き、それに

よって自分で稼いで自立することなんだ」

ということに気づいたそうです。 
「それなら、そういう場を提供することこそ、

会社にできることなのではないか。企業の

存在価値であり社会的使命なのではないか」

それをきっかけに、以来５０年間、日本理化学

工業は積極的に障害者を雇用し続けること

になったのです。 
-------------------------------------------------------- 
facebook 涙がとまらない 
出典元：（日本でいちばん大切にしたい会社 

坂本光司） 
 
＜名倉コメント＞ 
「働くことが一番幸福」だということはつ

いつい忘れがちです。このお坊さんの言葉

はそれを論理的に説明してくれています。忘

れないようにちゃんと噛み砕いて身体に吸

収させましょう。「お坊さんの幸福４要件」と

銘打ちましょう。「仕事って楽しいもの」なん

です。それをより実感できる職場作りも経営

者の仕事なんですよね。 
さて、初めにお話ししました、両親連れて

の故郷帰りですが、結論とてもというか、予

想以上に喜んでくれました。故郷の母屋のお

ばちゃんも僕たちの従兄弟たちも大歓迎し

てくれて時の経つのを忘れてしまうくらい

の楽しい宴が続きました。（父は１人でずっと

演説してました 笑）そこで気づいたんです。 
最近不幸ごとがあった時しか故郷に戻っ

てなかったんですねぇ。それもバタバタで。

皆様も冠婚葬祭に関係なく、ゆっくりの故郷

帰りってなかなかいいもんですよ。 


